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て一般競争入札等によるものと

し、競争性及び透明性が十分確

保される方法により実施すること。 

 

て一般競争入札等によるものと

し、競争性及び透明性が十分確

保される方法により実施すること。 

 

て一般競争入札等によるものと

し、競争性及び透明性が十分確

保される方法により実施すること。

 

て一般競争入札等によるものと
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保される方法により実施すること。 

 

て一般競争入札等によるものと

し、競争性及び透明性が十分確

保される方法により実施すること。

 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

第４ 財務内容の改善に関する事

項 

「第３ 業務運営の効率化に関

する事項」で定めた事項に配慮し

た中期計画の予算を作成し、当

該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における

期首に対する期末の財務内容の

改善を図ること。 

 

「第３ 業務運営の効率化に関

する事項」で定めた事項に配慮し

た中期計画の予算を作成し、当

該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における
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該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における

期首に対する期末の財務内容の

改善を図ること。 

 

「第３ 業務運営の効率化に関

する事項」で定めた事項に配慮し

た中期計画の予算を作成し、当

該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における

期首に対する期末の財務内容の

改善を図ること。 

 

「第３ 業務運営の効率化に関

する事項」で定めた事項に配慮し

た中期計画の予算を作成し、当

該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における

期首に対する期末の財務内容の

改善を図ること。 

 

「第３ 業務運営の効率化に関

する事項」で定めた事項に配慮し

た中期計画の予算を作成し、当

該予算による運営を実施すること

により、中期目標の期間における

期首に対する期末の財務内容の

改善を図ること。 

 

１．自己収入の増加に関する事項 １．自己収入の増加に関する事項 １．自己収入の増加に関する事項 １．自己収入の増加に関する事項 １．自己収入の増加に関する事項 １．自己収入の増加に関する事項 

がんに対する医療政策を牽引

していく拠点としての役割を果た

すため、運営費交付金以外の外

部資金の積極的な導入に努める

こと。 

 

循環器病に対する医療政策を

牽引していく拠点としての役割を

果たすため、運営費交付金以外

の外部資金の積極的な導入に努

めること。 

精神・神経疾患等に対する医

療政策を牽引していく拠点として

の役割を果たすため、運営費交

付金以外の外部資金の積極的な

導入に努めること。 

感染症その他の疾患及び国際

保健医療協力に関する医療政策

を牽引していく拠点としての役割

を果たすため、運営費交付金以

外の外部資金の積極的な導入に

努めること。 

成育医療に関する医療政策を

牽引していく拠点としての役割を

果たすため、運営費交付金以外

の外部資金の積極的な導入に努

めること。 

長寿医療に関する医療政策を

牽引していく拠点としての役割を

果たすため、運営費交付金以外

の外部資金の積極的な導入に努

めること。 

２．資産及び負債の管理に関する

事項 

２．資産及び負債の管理に関する

事項 

３．資産及び負債の管理に関する

事項 

２．資産及び負債の管理に関する

事項 

２．資産及び負債の管理に関する

事項 

２．資産及び負債の管理に関する

事項 

センターの機能の維持、向上

を図りつつ、投資を計画的に行な

い、固定負債（長期借入金の残

高）が運営上、中・長期的に適正

なものとなるよう努めること。 
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高）が運営上、中・長期的に適正

なものとなるよう努めること。 

 

センターの機能の維持、向上

を図りつつ、投資を計画的に行な

い、固定負債（長期借入金の残

高）が運営上、中・長期的に適正

なものとなるよう努めること。 

 

センターの機能の維持、向上

を図りつつ、投資を計画的に行な

い、固定負債（長期借入金の残

高）が運営上、中・長期的に適正

なものとなるよう努めること。 

 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

第５ その他業務運営に関する重要

事項 

１．施設･設備整備に関する事項 １．施設・設備整備に関する事項 １．施設･設備整備に関する事項 １．施設･設備整備に関する事項 １．施設･設備整備に関する事項 １．施設･設備整備に関する事項 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

施設・設備整備については、セ

ンターの機能の維持、向上の他、

費用対効果及び財務状況を総合

的に勘案して計画的な整備に努

めること。 

 

２．人事の最適化に関する事項 ２．人事の最適化に関する事項 ２．人事の最適化に関する事項 ２．人事の最適化に関する事項 ２．人事の最適化に関する事項 ２．人事の最適化に関する事項 
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センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

センターの専門的機能の向上

を図るため、職員の意欲向上及

び能力開発に努めるとともに、人

事評価を適切に行うシステムを構

築すること。 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

また、年功序列を排し、能力・

実績本位の人材登用などの確立

に努め、さらに、優秀な人材を持

続的に確保するため、女性の働

きやすい環境の整備及び非公務

員型独立行政法人の特性を活か

した人材交流の促進等を推進す

ること。 

 

３．その他の事項 ３．その他の事項 ３．その他の事項 ３．その他の事項 ３．その他の事項 ３．その他の事項 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 

 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 

 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 

 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 

 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 

 

中期目標に基づきセンターのミ

ッションを理解し、ミッションを実現

するために必要なアクションプラ

ンとして中期計画を立て、具体的

な行動に移すことができるように

努めること。また、アクションプラン

やセンターの成果について、一

般の国民が理解しやすい方法、

内容で情報開示を行うように努め

ること。 

ミッションの確認、現状の把握、

問題点の洗出し、改善策の立

案、翌年度の年度計画の作成等

に資するため、定期的に職員の

意見を聞くよう、努めること。 
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担当領域の特性を踏まえた戦略的

かつ重点的な研究・開発の推進（別

紙） 

担当領域の特性を踏まえた戦略的

かつ重点的な研究・開発の推進（別

紙） 

担当領域の特性を踏まえた戦略的

かつ重点的な研究・開発の推進（別

紙） 
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紙） 

担当領域の特性を踏まえた戦略的

かつ重点的な研究・開発の推進（別

紙） 

担当領域の特性を踏まえた戦略的

かつ重点的な研究・開発の推進（別

紙） 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

１．重点的な研究・開発戦略の考え

方 

がんは単一の疾患ではなく、そ

の原因、宿主背景因子、本態とな

る遺伝子異常、病態、病期及び

治療応答性等において極めて多

様な様相を呈することが明らかに

されている。その罹患率及び死亡

率を抑制するためには、基礎研

究、公衆衛生研究及び臨床研究

の各分野において高度先駆的な

研究・開発を展開するとともに、こ

れら３大分野の有機的な連携に

基づく、我が国における総合的研

究戦略として推進することが極め

て重要である。 

このため、がんの原因・本態解

明、予防・診断・治療法の基盤と

なる技術の開発等基礎研究の成

果を、公衆衛生研究及び臨床研

究に応用し、より優れた予防・診

断・治療法の開発に結びつけると

ともに、公衆衛生研究及び臨床

研究において見出された疑問、

仮説を基礎研究の課題として積

極的に取り上げる等、双方向性

の橋渡し研究を進めていく必要

がある。 

また、これら研究の方向性及び

その成果を的確に評価するため

にはまず、がんの実態を把握し、

分析する研究が欠かせない。つ

いで、発生したがんに対する高度

先駆的診療技術の開発、日本人

のがん罹患率を低減させうる一次

循環器病は我が国の三大死因

のうちの二つを占めるに至ってお

り、また、健康で元気に暮らせる

期間（健康寿命）の延伸に大きな

障害になっているのが、循環器病

である。 

こうした中、センターは、循環器

病の克服を目指した高度先駆的

な医療の研究・開発を行い、我が

国の医療水準全体を向上させる

役割を期待されている。 

このため、センターは、研究組

織の更なる改善及び企業、大学

等との連携体制をより充実させる

とともに、基礎研究から橋渡し研

究さらに臨床応用までを包括的

かつ統合的に推進していくこと

で、循環器病の克服に資する新

たな予防・診断・治療技術の開発

を進めていくこと。 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 

 

センターは、中期目標期間に

おいて、研究成果を高度先駆的

医療及び保健医療政策に活かす

ため、以下に挙げる研究のテー

マ等について取り組むこと。 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 

 

近年におけるグローバリゼーシ

ョンの著しい進展に伴い、世界規

模での新興・再興感染症の蔓延

やアウトブレイクが危惧されるほ

か、健康指標の地域間格差の拡

大と貧困が深刻化する一方、途

上国が近代化を進める中でライフ

スタイルの変化に伴う糖尿病等生

活習慣病の激増も大きな問題と

なってきている。 

このため、センターは、エビデ

ンスを着実に創出し、我が国のみ

ならず国際保健の向上に寄与す

るため、国際保健医療協力を軸と

し、感染症その他の疾患を中心

課題として、病院、国際医療協力

局、研究所の連携を基盤としなが

ら、これまでの国際保健医療協力

の実績を基礎として国内外の医

療機関、研究機関との共同研究

の一層の推進を図ること。 

また、感染症その他の疾患の

発症機序の解明につながる基礎

的研究の推進から、予防医学技

術の開発、基礎医学の成果を活

用した橋渡し研究、臨床に直結し

た研究・開発等を総合的に進め

ていくとともに、国際保健医療協

力に関する研究を推進すること。 

 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

少子化が急激に進むなか、次

世代を担う子どもとその家族の健

康は国民的課題であり、センター

に期待される役割は極めて大き

い。 

こうした状況の下、センターは、

母性・父性及び乳児・幼児の難治

疾患、生殖器疾患その他の疾患

であって、児童が健やかに生ま

れ、かつ、成育するために特に治

療を必要とするもの（以下「成育

疾患」という。）に関し、遺伝性・先

天性疾患、稀少性疾患等解決が

困難とされる疾患に対する医療を

含め、成育医療における諸問題

を一つ一つ克服していくことが求

められている。 

このため、センターは、成育医

療におけるイノベーションの創造

と活用を図り、画期的な予防・診

断・治療法等の開発を目指した

研究・開発を推進していくこと。 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 

 

加齢に伴って生ずる心身の変

化及びそれに起因する疾患であ

って高齢者が自立した日常生活

を営むために特に治療を必要と

するもの（以下「加齢に伴う疾患」

という。）を克服するため、センタ

ーは、病院、研究所の連携を基

盤としながら、国内外の医療機

関、研究機関との共同研究の一

層の推進を図りつつ、認知症や

運動器疾患等加齢に伴う疾患の

発症機序の解明につながる基礎

的研究の推進から、予防医学技

術の開発、基礎医学の成果を活

用した橋渡し研究、臨床に直結し

た研究・開発までを総合的に進め

ていくこと。 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 
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予防法の開発、検診等早期発見

による二次予防法の科学的評価

と開発が求められる。さらに、この

ようにして開発されたがんの予

防・検診・診断・治療法の均てん

化を図るための研究及び対策を

展開する必要がある。 

センターにおいては、これらの

研究課題について、センター内

各部門の連携はもとより、国内外

の医療機関、研究機関等との一

層の連携を図り、総合的な取り組

みを進めていくこと。 

その実施にあたっては、中期

計画において、主な研究成果に

係る数値目標を設定するなど、セ

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 

 

ンターが達成すべき研究成果の

内容とその水準を明確化及び具

体化すること。 

 

２．具体的方針 ２．具体的方針 ２．具体的方針 ２．具体的方針 

 

２．具体的方針 

 

２．具体的方針 

 

（１）疾病に着目した研究 （１）疾病に着目した研究 （１）疾病に着目した研究 （１）疾病に着目した研究 （１）疾病に着目した研究 （１）疾病に着目した研究 

① がんの原因、発生・進展のメカ

ニズムの解明 

① 循環器病の本態解明 ① 精神・神経疾患等の本態解明 ① 感染症その他の疾患の本態解

明 

① 成育疾患の本態解明 ① 加齢に伴う疾患の本態解明 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、がんの原因、発生・進

展のメカニズムを解明し、予防・

診断・治療への応用の糸口となる

研究を行う。 

 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、循環器病の疾病メカニ

ズムを解明し、予防・診断・治療

への応用の糸口となる研究を推

進する。 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、精神・神経疾患等の疾

病メカニズムを解明し、予防・診

断・治療への応用の糸口となる研

究を推進する。 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、感染症その他の疾患

の疾病メカニズムを解明し、予

防・診断・治療への応用の糸口と

なる研究を推進する。 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、成育医療に係る疾患

のメカニズムを解明し、予防・診

断・治療への応用の糸口となる研

究を推進する。 

科学技術のイノベーションを常

に取り入れ、分子・細胞から個体

に至るものまでを研究対象にする

ことにより、アルツハイマー病や骨

粗鬆症等加齢に伴う疾患のメカ

ニズムを解明し、予防・診断・治療

への応用の糸口となる研究を推

進する。 

 

② がんの実態把握 ② 循環器病の実態把握 ② 精神・神経疾患等の実態把握 ② 感染症その他の疾患の実態把

握 

② 成育疾患の実態把握 ② 加齢に伴う疾患の実態把握 

各種がん登録による我が国の

がんの罹患、転帰その他の状況

等の実態及びその推移の把握、

我が国の循環器病の罹患、転

帰その他の状況等の実態及びそ

の推移の把握、疫学研究による

我が国の精神・神経疾患等の

罹患、転帰その他の状況等の実

態及びその推移の把握、疫学研

我が国の感染症その他の疾患

の罹患、転帰その他の状況等の

実態及びその推移の把握、疫学

我が国の成育疾患の罹患、転

帰その他の状況等の実態及びそ

の推移の把握、疫学研究によるリ

我が国の加齢に伴う疾患の罹

患、転帰その他の状況等の実態

及びその推移の把握、疫学研究
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疫学研究によるがんのリスク・予

防要因の究明等、がんの実態把

握に資する研究を推進する。 

循環器病のリスク・予防要因の究

明等、循環器病の実態把握に資

する研究を推進する。 

究による精神・神経疾患等のリス

ク・予防要因の究明等、精神・神

経疾患等の実態把握に資する研

究を推進する。 

研究による感染症その他の疾患

のリスク・予防要因の究明等、感

染症その他の疾患の実態把握に

資する研究を推進する。 

スク・予防要因の究明等、成育疾

患の実態把握に資する研究を推

進する。 

による加齢に伴う疾患のリスク・予

防要因の究明等、加齢に伴う疾

患の実態把握に資する研究を推

進する。 

      

③ がんの本態解明に基づく高度

先駆的医療、標準医療の向上に

資する診断・治療技術及び有効

ながん予防・検診法の開発の推

進 

③ 高度先駆的及び標準的な予

防、診断、治療法の開発の推進 

③ 高度先駆的及び標準的な予

防、診断、治療法の開発の推進 

③ 高度先駆的及び標準的な予

防、診断、治療法の開発の推進 

③ 高度先駆的及び標準的な予

防、診断、治療法の開発の推進 

③ 高度先駆的及び標準的予防、

診断、治療法の開発の推進 

がんに対する高度先駆的な予

防法、検診を含む早期診断法及

び治療法の開発に資する研究を

推進する。 

循環器病に対する高度先駆的

な予防、診断、治療法の開発に

資する研究を推進する。 

精神・神経疾患等に対する高

度先駆的な予防、診断、治療法

の開発に資する研究を推進す

る。 

感染症その他の疾患に対する

高度先駆的な予防、診断、治療

法の開発に資する研究を推進す

る。 

成育疾患に対する高度先駆的

な予防、診断、治療法の開発に

資する研究を推進する。 

加齢に伴う疾患に対する高度

先駆的な予防、診断、治療法の

開発に資する研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する多施設共同研究等に

よる有効性の比較等、標準的診

断及び治療法の確立に資する研

究並びに有効ながん検診法の開

発に資する研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する有効性の比較等、標

準的予防、診断、治療法の確立

に資する研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する多施設共同研究等に

よる有効性の比較等、標準的予

防、診断、治療法の確立に資す

る研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する有効性の比較等、標

準的な予防、診断、治療法の確

立に資する研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する多施設共同研究等に

よる有効性の比較等、標準的予

防、診断、治療法の確立に資す

る研究を推進する。 

また、既存の予防、診断、治療

法に対する多施設共同研究等に

よる有効性の比較等、標準的予

防、診断、治療法の確立に資す

る研究を推進する。 

がん患者に対する緩和医療の

提供に関する研究及び地域医療

等との連携による療養生活の質

の向上と普及に関する研究を行う

とともに、地域ぐるみの在宅医療

を含めた医療システムのモデル

開発を行う。 

     

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

また、高度先駆的な予防・診

断・治療法の開発の基盤となる、

バイオリソースや臨床情報の収集

及びその解析を推進する。 

 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

④ 医薬品及び医療機器の開発の

推進 

「新成長戦略（基本方針）（平

成 21 年 12 月 30 日閣議決定）」

においては、ライフ・イノベーショ

ンによる健康大国戦略として、革

新的な医薬品、医療・介護技術

「新成長戦略（基本方針）（平

成 21 年 12 月 30 日閣議決定）」

においては、ライフ・イノベーショ

ンによる健康大国戦略として、革

新的な医薬品、医療・介護技術

「新成長戦略（基本方針）（平

成 21 年 12 月 30 日閣議決定）」

においては、ライフ・イノベーショ

ンによる健康大国戦略として、革

新的な医薬品、医療・介護技術

「新成長戦略（基本方針）（平

成 21 年 12 月 30 日閣議決定）」

においては、ライフ・イノベーショ

ンによる健康大国戦略として、革

新的な医薬品、医療・介護技術

「新成長戦略（基本方針）（平

成 21 年 12 月 30 日閣議決定）」

においては、ライフ・イノベーショ

ンによる健康大国戦略として、革

新的な医薬品、医療・介護技術

新成長戦略においては、ライ

フ・イノベーションによる健康大国

戦略として、革新的な医薬品、医

療・介護技術の研究開発の推進

が求められている。 


